
国東男女一宮桃の里体育館参加チーム用　新型コロナウイルス対応　チェックリスト

シーン チェック欄 備考

⑴ チーム内において感染対策責任者を定め、競技会主管団体の感染対策責任者を把握する。　→　朝の打ち合わせに出るチーム関係者が兼ねる。

⑵ 競技会・試合に参加する上での注意事項を選手・スタッフ全員が理解する。（不安がある場合は参加を見送る）

⑶

主管団体から健康管理表を入手し、競技会開催日まで健康チェックを行う（競技会開催日2週間前までの検温と行動記録の確認を推奨します）

→参加同意書（2種類）・検温表（各学校様式、またはバスケガイドラインの健康チェックカード）を朝の打ち合わせで提出する。

　※検温表については、事前提出が無理な場合には、選手到着時に回収して提出する。検温表は、顧問や学校関係者も同様とする。

⑷ 選手が未成年の場合は、保護者が競技会の会場、日時、対戦相手を理解しており、参加を了承している。（了承しない場合は無理に参加させない。）

⑸ 施設に入館する直前に非接触型温度計などで、必ず検温する。

⑹ フロアの窓、カーテン、扉などはできる限り、開放しておき、終始、風通しのよい空間をつくる。

⑺
当日出たゴミは持ち帰りとする。また、マスクには学校名と氏名を記入し、外したときに落とさないように保管用の袋を用意する。

(保管用の袋にも校名・氏名を記入する。)

⑴ マスクを着用する。

⑵ 往復の交通公共機関利用時にはラッシュ時や混んでいる車両を避ける。

⑶ 窓を開ける等、換気がよくなる工夫をする。

⑷ バスや車などでは、常にできる限り、他者と距離をとり、会話も控える。

⑸ 目的地に到着後、特につり革、手すりなどを触った手を手洗い、消毒、うがいをする。

⑹ 寄り道をせずに、できるだけ早く帰宅する。

⑴
完全入れ替え制となるので、大会役員の指示があるまで、施設内には入館しない。

（第一試合のチームは、試合開始1時間前。前の試合の開始予定時刻よりも早く来ない。）

⑵ 選手・指導者・スタッフはマスクを着用する。

⑶ 健康チェックシートを会場の感染対策責任者に提出する。（朝の打ち合わせで、困難な場合には、選手が到着時に集めて提出する。）

⑷ 更衣室は使用しない（いちのみや桃の里体育館では、現在、更衣室は閉鎖されています。）　→　ユニフォームへの着替えは済ませてくる。

⑸ 円陣、握手やハイタッチ等は行わない。

⑹ 荷物はベンチ下、またはフロア内の邪魔にならないところにおいて、試合後すみやかに退室できるようにする。

⑺ ミーティングの回数・時間を減らす、もしくは行わない。

試合関係者のコミュニケーション、給水等

⑴ 指導者・スタッフ、ベンチに座る選手はマスク着用する。

⑵ プレー以外の不要な接触を避ける（得点後の喜び、交代時の握手等）。

⑶ コート上でチームメイト、審判員と会話する際にも距離についてしっかりと配慮する。

⑷ ベンチでの選手間の距離を極力保つ。（ベンチの設置の仕方などを工夫して、密をさける）

⑸ 交代の選手は、アップ時の他の選手との距離にも注意を払う。

⑹ 大会中に大きな声で会話、応援しない。

⑺ 水・氷を溜めたクーラーボックスにボトルを漬けない。

⑻ ボトルを他の選手と共有しない。

⑼ タオル等、リネンを他の選手と共有しない。

⑴ 更衣室は使用しない（いちのみや桃の里体育館では、現在、更衣室は閉鎖されています。）

⑵ 選手交代後においても消毒をする。

⑶ 退席や退場の際等、審判員と会話をすることがあったとしてもその距離には十分に配慮する。

⑷
怪我をした選手を他の選手がむやみに接触しない。また、コート外に当該選手を移動させる際は、おんぶやだっこを避け、担架を活用する。仮に、おんぶ等をして当該選

手を移動させた場合、移動に関わった人は速やかに消毒を行う。

⑸ メディカルスタッフはラテックスグローブを活用する。→ケガなどの処置をするときには、手袋などの着用をして処置する。

⑹ 試合後のチーム、審判員との挨拶、相手チームベンチへの挨拶は行わない。

⑴
更衣室は使用しない（いちのみや桃の里体育館では、現在、更衣室は閉鎖されています。）

→ 2階、柔剣道場を使い、着替える。着替えは、役員や顧問の指示に従い、密を防ぐようにする。（退出後は役員で消毒を行う）

⑵ 競技役員の指示に従い、片付けを素早く済ませ、荷物をまとめて、フロアから出る。　→　競技役員及び顧問はベンチや機材などの消毒作業を行う。

⑶ ゴミを密封した状態で持ち帰り、館内のゴミ箱は使用しない。

⑷ 忘れ物や落とし物については、即処分してしまうので、しないように細心の注意を払う。

⑸ 全日程終了後、機材についてもできる限り、消毒を行う。

⑴ 手洗いうがいを徹底する。

⑵ バランスの良い食事をとる。

⑶ 検温と共に行動記録を書く。（試合後、2週間の経過観察を推奨）

⑷ 早めに就寝し、十分な睡眠時間を確保する。

７　事後対応 ⑴ 帰宅後14日以内にチームの中から感染者が出た場合は、主管団体の感染対策責任者に速やかにその旨伝える。

チーム感染対策責任者：

４　試合中

５　試合後

６　帰宅後の過ご

し方

１　事前準備

３　試合前

２　往復の移動

項目

ハーフタイム・交代・退場時、試合終了時の対応


